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サイズ 1 、すなわち原子カチオンで、はアルカリ金属カチオンの場合と同様な反応が起こる、つまり 1 : 1 錯体と 1 : 
2 錯体を逐次反応により生成する事を確認した。サイズ 3 の場合、 3 : 3 錯体と 1 : 2 錯体が主な最終生成物として
観測された。この結果により、クラウンエーテルによってサイズ 3 のクラスターから原子カチオンが引き抜かれるこ
とがわかった。これはクラウンエーテルによるクラスター内の電荷の局在化に起因する事が示唆される。サイズ 7 、
9 のクラスターの場合、主な最終反応生成物は 1 : 2 錯体で、あった。これに対し、サイズ 5 の場合には 1 : 2 、 3 : 
3 、 5 : 3 錯体が主な最終生成物であった。これらの結果から、サイズの大きいクラスターからの引き抜きによる 3 : 





3、 5 、 7 、 9) とクラウンエーテル 12C4 の気相中でのイオン分子反応の研究を行った。スバッターイオン源で銀クラ
スターイオンを生成し、クラワンエーテルガスで満たしたイオントラップに導入する。一定の時間、クラウンエーテ
ルと銀クラスターイオンとを反応させ、生成物をイオントラップから払い出し、飛行時間型質量分析計で、分析を行っ
た。銀原子が i 個とクラウンエーテル分子が j 個からなる反応生成物の反応経路を決定した。また、安定な i と j の組
み合わせばクラウンエーテルの空孔の大きさとクラスターイオンの大きさの幾何学的考察で説明できることを示し
た。
よって、本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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